
■
甑

Soumu
楕円

Soumu
楕円



◎

世
帯
用
2
戸
・
単
身
者
用
も
2
戸
建
設

「一‾】1山∧【‾▼▼

▲建替により完成した武庫団地

老
朽
化
が
激
し
い
た
め
取
り
壊
し
、

昨
年
秋
か
ら
建
替
工
事
に
か
か
っ
て
い

た
町
営
住
宅
武
庫
団
地
が
武
庫
交
流
セ

ン
タ
ー
前
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
建
設
の
武
庫
第
2
団
地
な
ど
は
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
た
1
戸
建
で
し
た
が
、

あ
た
ら
し
い
住
宅
は
、
世
帯
向
け
2
戸
、

単
身
向
け
2
戸
の
合
計
4
戸
の
集
合
住

宅
で
す
。
建
物
の
中
央
1
階
と
2
階
が
そ
れ
ぞ

れ
単
身
者
用
で
、
両
サ
イ
ド
の
2
階
立

て
が
世
帯
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
民
間
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
少
な

く
、
建
設
要
望
の
多
か
っ
た
単
身
者
向

け
を
、
今
回
は
町
営
住
宅
と
し
て
は
始

め
て
建
設
し
ま
し
た
。
1
0
畳
の
キ
ッ
チ

ン
・
6
畳
の
リ
ビ
ン
グ
・
6
畳
の
和
室

に
風
呂
・
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
た
余
裕

の
間
取
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
賃
は
、
世
帯
用
4
3
0
0
0
円
、

単
身
用
が
3
5
0
0
0
円
で
す
。

（
募
集
記
事
は
8
雪
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

▲世帯向けパス・洗面所
▲単身用キッチン

ト
世
帯
向
け
和
室

◎

⑳
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進む町営住宅整備

～定住を促し

過疎に歯止めを～

⑳

過
疎
化
が
進
む
本
町
で
は
、
民

間
の
賃
貸
住
宅
が
ほ
と
ん
ど
供
給

さ
れ
ず
、
若
い
人
た
ち
が
町
外
に

住
ま
い
を
求
め
転
出
す
る
と
い
う

状
況
が
続
き
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
町
営
住
宅
建
設
の
要
望
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町

で
は
平
成
5
年
度
か
ら
若
者
の
定

住
促
進
の
た
め
、
久
連
を
は
じ
め

佐
川
・
武
庫
第
2
団
地
な
ど
に
世

帯
向
け
町
営
住
宅
を
年
次
的
に
建

設
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
3
月
に
完
成
し
た
武
庫
団

地
を
含
め
る
と
、
世
帯
向
け
が
2
0

戸
、
単
身
向
け
2
戸
が
完
成
し
、

そ
の
う
ち
4
月
現
在
で
の
入
居
者

は
1
8
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
武

庫
住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
昨
年
に
住
民
の
み

な
さ
ん
に
住
宅
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
要
望
を
調
査
し
て

と
り
ま
と
め
、
そ
れ
を
基
と
し
て

1
3
年
度
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
同
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
、
若
い
人
た
ち
が

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
住
宅
・

高
齢
者
が
住
み
や
す
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
な
ど
の
建
設
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

翰

堀
蝋
伽
堀

“
モ
ク
ご
＼
〃
≡
“
ヽ
ク
ク
＼
＼
〝
≡
ゞ
ク
ご
＼
〝
≡
“
ヽ
ク
ご
＼

い／モ／／≠ヽ

＝ク≠、2

り

／

　

　

　

“

い

武庫第2団地在住
佐々木恵美子さん

〝ぷ言三、〟“′
三もク“二二も

ヽ
〟 グ“モ

モ／／“ヽ〃＼“〟も／／≠ヽ

⑳

▲久遠団地（H5年完成）

▲佐川団地（H7年完成）

▲武庫第2団地（H12年完成）

以
前
は
米
子
市
内
の
ア
パ
ー
ト

に
家
族
4
人
で
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
国
道
の
近
く
な
の
で
子
供
が

事
故
に
遭
わ
な
い
か
心
配
で
し
た

が
、
こ
こ
は
車
も
少
な
く
安
心
で

す
。
昨
年
の
1
2
月
に
入
居
し
ま
し

た
が
、
思
っ
た
よ
り
広
い
し
、
静

か
で
快
適
で
す
。
特
に
リ
ビ
ン
グ

が
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
の
で

開
放
感
が
あ
っ
て
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。総
じ
て
満
足
で
す
が
、
キ
ッ
チ

ン
が
対
面
式
な
ら
子
供
た
ち
の
様

子
を
見
な
が
ら
家
事
が
で
き
て
い

い
と
思
い
ま
す
。

久連住宅在住
天野豊子さん

7
年
前
に
町
内
か
ら
夫
婦
で
移

り
ま
し
た
が
、
平
成
9
年
に
主
人

を
亡
く
し
1
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。

8
4
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い

健
康
に
恵
ま
れ
特
に
不
自
由
は
あ

り
ま
せ
ん
。
買
い
物
で
江
尾
へ
出

か
け
る
の
が
少
し
遠
い
で
す
が
、

健
康
の
た
め
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い

距
離
で
す
。

住
宅
自
体
に
つ
い
て
不
満
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
当
た
り
が
悪
い

の
と
山
が
近
い
た
め
か
、
ム
カ
デ

な
ど
の
害
虫
が
多
い
の
が
気
に
な

り
ま
す
。
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防災の拠点

府町防災基地
小原にヘリポートと備蓄庫完成

山
林
火
災
・

大
地
震
を
教
訓
に

3
年
前
に
洲
河
崎
で
山
林
火
災
が
、

1
昨
年
に
は
鳥
取
県
西
部
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
洲
河
崎
の
山
林
火
災

は
山
頂
付
近
で
広
範
囲
に
燃
え
、
消

防
車
な
ど
に
よ
る
消
火
が
困
難
な
た

め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
し
消
火

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取

県
西
部
地
震
に
よ
っ
て
災
害
時
の
食

料
・
毛
布
な
ど
の
物
資
備
蓄
の
必
要

性
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
を
経
験
し
、
町

で
は
災
害
時
の
防
災
体
制
を
見
直
し

ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
動
力

を
重
視
し
、
ヘ
リ
が
安
心
し
て
離
発

着
で
き
る
へ
リ
ポ
ー
ト
と
備
蓄
倉
庫

を
備
え
た
防
災
基
地
建
設
を
す
す
め
、

こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

本
町
の
防
災
の
拠
点
と
な
る
江
府

町
防
災
基
地
は
、
小
原
集
落
と
県
道

如
来
原
御
机
線
に
挟
ま
れ
る
地
点
に

整
備
さ
れ
、
面
積
は
お
よ
そ
2
・
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

5
月
6
日
に
は
、
竣
工
式
と
山
火

事
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
竣
工
式
で
は
、
森
職
務
代

理
が
　
「
本
町
念
願
の
防
災
拠
点
が
で

き
ま
し
た
。
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
　
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
県
の
岩
下
防
災
監

が
、
「
こ
の
基
地
を
連
携
の
拠
点
に
し

て
ほ
し
い
」
　
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
の
防
災
へ
り
　
「
と
っ

と
り
」
　
が
鳥
取
市
の
基
地
か
ら
飛
来

し
、
江
府
消
防
署
、
江
府
町
消
防
団

が
合
同
で
ヘ
リ
を
使
っ
た
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

⑳

ト
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
誘
導
す
る

消
防
団
員

ト
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
展
示
さ
れ

回
り
を
取
り
囲
む
見
学
者

4
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編

璧
望
為
義
啓
蟄
詳
慧
貫
首

江
府
町
に
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
マ
マ
ネ
ッ
ト
こ
う
ふ
」
誕
生

現
代
は
少
子
高
齢
化
時
代
。
出

生
率
　
（
夫
婦
2
人
で
生
み
育
て
る

子
供
の
数
）
　
が
1
・
3
人
程
度
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
今

後
も
少
子
化
と
人
口
減
少
は
急
速

に
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
町
も
出
生
数
が
徐
々
に
減
少

し
、
現
在
は
お
よ
そ
年
間
3
0
人
程

度
で
す
。
人
口
の
減
少
が
必
ず
し

も
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
は

彗
′攣腎

多
く
の
お
母
さ
ん
に

仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

話
す
藤
原
眞
輝
代
表

い
え
ま
せ
ん
が
、
人
口
は
地
域
活

力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
町
内
の
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
、
今
年
の
1
月
に
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
　
「
マ
マ
ネ
ッ
ト
こ
う

ふ
」
　
（
代
表
　
藤
原
眞
輝
さ
ん
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
は
な
に
か
と
忙
し
く
、

困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
た
時
も
相

談
す
る
時
間
も
な
く
、
ま
た
誰
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
り
し
が
ち
で
す
。
今
、

安
心
し
て
子
供
を
生
み
、
健
や
か

に
育
て
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
は

大
き
な
課
題
で
す
。
「
マ
マ
ネ
ッ
ト

こ
う
ふ
」
は
、
み
ん
な
で
情
報
を
交

換
し
合
い
、
子
育
て
に
関
す
る
問

題
を
解
決
し
よ
う
。
そ
し
て
”
み

ん
な
で
子
育
て
運
動
を
す
す
め
よ

う
1
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

自
主
的
な
活
動
に
取
り
組
み
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
、
1
7
人
。
同

サ
ー
ク
ル
は
、
ま
ず
身
近
な
情
報

を
子
育
て
中
の
家
庭
に
届
け
よ
う

と
取
材
や
会
合
を
重
ね
　
「
子
育
て

ち
ろ
り
ん
マ
ッ
プ
m
l
」
　
を
作
成

し
ま
し
た
。
親
子
で
出
か
け
ら
れ

る
広
場
や
応
急
手
当
の
方
法
・
育

児
サ
ー
ビ
ス
や
推
薦
図
書
・
料
理

レ
シ
ピ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
マ
ッ
プ
は
、
近
日
中
に
乳

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
供
の

い
る
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
随
時
マ
ッ
プ
の

発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
新
し

い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
務
局
井
上
廉
女
さ
ん

（
℡
7
5
－
2
4
4
6
）
ま
で
。

▲マップの内容について検討をするメンバー

▲作成された「子育てちろりんマップ」
▲「ママネットこうふ」のメンバーのみなさん

⑳
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溝口署管内三町の老人クラブ対抗の交通安全コン

クール開始式が、参加チームの代表40人が出席し

て、4月12日岸本町構造改善センターで行われま

した。コンクールには、51チーム1，818人が参加

して行われ、この目から秋の交通安全運動期間最終

日の9月30日までの171日間で、無事故無違反

を競います。

開始式では、溝口地区交通安全対策協議会長の河

合勝岸本町長が「高齢者の事故が、年々増加してい

ます。交通安全は自分のことと認識して、いい成績

を残してください」と激励しました。参加者を代表

し岸本町老人クラブ連合会長が「みんなでいっしょ

になって交通安全をめざします」と宣誓しました。

ト
通
称
カ
タ
ク
リ
広
場
で

花
を
楽
し
む
登
山
者⑳

江尾小の4年生24人が社会科見学で役場を訪ね、

消防の仕組みや役割などについて学習しました。児

童たちは役場の担当者から説明を受けたあと、「消防

署と消防団の仕事の違いはどこですか」「火事の知

らせはどんなふうに入ってきますか」などと熱心に

質問していました。

その後、防火服を着て消防車に乗ったりと消防士

気分を体験。消防車を見学した子供たちは「消防車

にチェーンソウやコンクリートカッター、こんなに

たくさんホースがのっていて驚いた」と感想を話し

ていました。

▲参加者を激励する北中溝口警察署長

江府町と岡山県新庄村の県境にある毛無山（標高

1，21鋸㍍）の登山道山開き祭が、4月29日、中国電力

俣野川ダムサージタンク展望駐車場周辺で開かれました。

登山道入り口に、関係者や登山愛好家ら400人余り

が参加して、登山の安全を願い神事が行なわれました。

この後早速、参加者は登山を開始し、うす紫色の可憐な

花を咲かせたカタクリを眺めながら、約2時間をかけて

山頂に登りつめました。山頂は雲海が広がり360度の

大パノラマとはいきませんでしたが、登山者は大自然の

なかで心地よい汗を流していました。

◎

▲消防車を見学する江尾小児童
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あなたのまわりの
明るい話題あ知ら
せください。
捻務課℡75－2211

江府町消防団の芦立喜明団長（本町4）が、消防

庁長官表彰功労賞を受章されました。

芦立さんは、昭和28年に消防団に入団以来49

年の永きにわたり、消防使命の達成のため尽力され、

今なお団長として第一線で活躍されています。この

功績により受章されました。片山知事から表彰の伝

達を受けた芦立さんは、「ただ永く続けたというだ

けですが、微力ながら町民のみなさんに役に立てた

ことがうれしい」と話されていました。

▲感謝状を受けた渡蓮さん（左）と藤原さん

春の行楽シーズンを前に、4月21日、休暇村大

山鏡ヶ成・エバーランド奥大山職員のみなさんが、

あいにくの雨のなか鍵掛峠から大平原（エバーラン

ド奥大山）までの区間を一斉清掃しました。

毎年、春と秋の2回清掃をしていますが、この日

も2時間はどの清掃で、軽トラックいっぱいの空き

缶などのごみが集まり、中にはバッテリーやタイヤ

ホイールなども捨ててありました。参加者は「この

すぼらしい景観を汚さないではしい」と話していま

した。

㊥

▲片山知事から表彰状を受け取る芦立団長

J R江尾駅で切符の販売などの業務をされている

渡邁聴美さん（新道）と藤原明子さん（池の内）に、

JR西日本（株）米子支社長から感謝状が贈られまし

た。これは、長年にわたって江尾駅の美化活動を献

身的に続けられ、利用客へのサービス向上とイメー

ジアップに尽力されたことにより贈られたものです。

二人は「あたりまえのことをしただけで心苦しい。

駅を通じて町民のみなさんがふれあって、これから

も温かみのある場所になってほしい」と話されてい

ました。
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明道児童館　75－2624　　　総合健康福祉センター

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

エパーランド奥大山　77－2828

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

・・・・INFORMATION…・・・lNFORMAT旧N・・・・”lNFORMATl0N・・・・”lNFORMAT10N‥…・lNFORMATl0N……lNFORMATl0N……lNF：ORMATl0N・・・・・・JNFORMAT10N

少年警察補導員募集
■採用予定音数　2名
■第1次試演日　5月27日旧）
■第1次試験地　鳥取県庁講堂
■受付期　間　5月22日㈱まで（郵送の場合は、5月
22日までの消印有効）
■受験資格
年齢　平成14年4月1日現在で20歳以上40歳未満の人
学歴　大学又は短期大学の指定する課程を卒業した人
■職務内容　少年補導、保護及び相談等の少年警察
に関する業務
1採用予定日　7月初旬
■詳しくは
鳥取県警察本部警務課人事係　℡（0857）23－0111

放送大学学生募集
放送大学は「いつでも、どこでも、誰もが学べる」正
規の通信制大学です。

◆放送大学の特徴
◇入学試験はなく、誰でも入学できます。在学期間は
1学期間（6カ月）から可能です。
◇CS放送やケーブルテレビを利用したり、ビデオテ
ープを借りて、自宅で自由な時間に学習できます。
また、鳥取学習センターでも学習できます。
◇人文・社会・自然など300科目以上の授業科目から
好きなもの必要なものが選べます。
◇1科目からでも学習できます。
◇大学卒業の資格、学士（教養）の学位が取れます。
◇入学機会は年2回あります。（4月・10月）
◇大学院も設置され、さらに充実しました。
◎問い合わせ先
放送大学鳥取学習センター　℡0857－31－1132

町営住宅入居者募集

■場所　江府町大字武庫484番地

（農協ライスセンター隣）

t戸数　世帯用2戸（のK）・単身用2戸（2DK）

■家賃　43，000円（世帯用）35，000円（単身用）

1申し込み資格

○町内に住所を有する方、または、入居と共に

江府町民となる方

○収入基準に該当する方

○現在住宅に困っている方

○町税を滞納していない方

（上記すべてに該当する方）

1申し込み期限　平成13年5月20日軸まで

■入居予定日　平成14年6月1日予定

■問い合わせ先　役場総務課　℡75－2211

◎

注文は江府町観光協会（℡75－3222へ）

典大山の水を仕込み水に
使った、3種精の地酒。

●300m8人×3本セット

720m超人×3本セ

曽
覇
‥
∀

、
．
絶
叫
ノ

転

Soumu
四角形

Soumu
四角形



役場への電話は・・・

●市外電話0859■
ファックス　75－2389

総　務　課　75－2211

同和対策室　75－2211

政　策　室　75－2211

町　民　課　75－3223

出　納　室　75－2211

産業振興課　75－3222

農林土木課　75－3305

建設環境課　75－3306

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

lNFORMATl0N・・・・・・lNFORMATl0N……lNFORMAT10N……lNFORMAT10N・・・・・・lNFORMATl0N……lNFORMAT10N……lNFORMAT10N””・・lNFORMATtON・・

犯罪被害者支援

隠田
■講　師　本村　洋氏

プロフィール

平成11年4月、山口県光市で発生した、当時18歳の少年による母

子殺人事件被害者（当時23歳の妻弥生さんと生後11カ月の娘夕夏ち

ゃんが自宅にいたところ、同少年が排水検査を装って侵入し、口論の上

殺害）の遺族です。

現在犯罪全般の当事者や遺族が集まる全国組織である「犯罪被害者の

会」（平成12年1月設立）の幹事として、全国各地における講演会等

を通じて、犯罪被害者の現状を訴えておられ、全国では第一人者であり
ます。

著書に「天国からのラブレター」（新潮社）があります。

■日　時　5月21日㈹　午後2時30分～

■会　場　江府町山村開発センター

伝えたいふる里鳥取の
景観等真募集

募集作品　「伝えたいふるさと鳥取の景観」に選定された景観を撮影し

た自作未発表の作品で、おおむね2年以内に撮影したもの。

応募方法　選定された景観の番号及び名称、撮影場所、撮影年月日、住

所（フリガナ）、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号を記入した応募

票をしっかりとセロハンテープではり付けてご応募ください。

応募期間　平成14年5月1日㈱～平成14年11月30日出（当日消印有効）

賞　　鳥取県知事賞　賞状及び賞金10万円（1点）

金　　　　賞　賞状及び賞金　5万円（2点）

銀　　　賞　賞状及び賞金　3万円（4点）

銅　　　賞　賞状及び賞金　1万円（6点）

佳　　　作　賞　　　金　5千円（20点）

発　表　平成14年12月下旬（入賞者に直接通知します。）

☆作品の応募及び問い合わせ先

鳥取県企画部文化観光局景観自然課　℡0857－26－7204

〒680－8570　鳥取市東町一丁目220番地

⑳

商業事業所の
みなさまへ
6月1日、商業統計調査が全国

一斉に行われます。

この調査は、商業の実態を明ら

かにし、国や都道府県・市町村に

おける商業の育成、中心市街地の

活性化など流通産業政策のための

基礎資料となるものです。

全国の卸売業、小売業を営むす

べての事業所（店舗）が調査の対

象となります。

5月下旬から調査員が各事業所

に伺います。皆様のご協力をお願

いいたします。

古い電話帳の
回収にご協力を
NTT西日本では、5月中旬よ

り順次、新しい電話帳をお届け致

します。その際、現在お使いにな●

られている電話帳につきましては、

新しい電話帳と、お取り替えさせ

ていただきますので、配達員へお

渡しください。

なお、配達当日にご不在の方に

つきましては、別途、回収にお伺

いさせていただきますので、タウ

ンページセンタ（0120－506309）

まで、お電話にてご用命ください

お詫びと訂正
町報こうふ4月号表紙のバック

ナンバーに間違いがありました。

下記のとおり訂正いたしますとと

もに深くお詫びいたします。

4月号　恥．374　→　恥．373
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轡国展
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

第17回国民文化祭・とっとり2002・江府会場（平成14年10月26日～11月4日）

「水の文化フェスティバル」江府町実行垂員会速報
前回の町報でもご紹介しましたが再度、第17回国民文化祭・江府町会場「水の文化フェ
スティバル」について事業概要をご案内いたします。なお若干の調整中のセクションがあ
りますのでご了承ください。

rふるさとふれあい夢づくり」「生命はぐくむブナの森からのメッセージ」

江府町は名峰大山の山麓に広がり、江（川）の集まる府（町）として、「水」とは深い関わりを持っていま

す。21世紀は「水」の時代ともいわれているように、自然環境がきわめて重視され、「水」は私たちが健康
な暮らしを続けるためにも大切なものになってきています。

私たちは、新しい世紀を迎えた今、次の代に恵まれた水環境を引き継ぎ、生命はぐくむ緑豊かな自然を維持

発展させるために「水」の文化を見つめ直し、私たちの新しい文化をこれからどのように想像していくのか、
一緒に考える機会にする。

会　期　　平成14年10月26日出～11月4日㈲

会　場　　メイン会場：江府町総合体育館

サブ会場：エバーランド奥大山、休暇村大山鏡ヶ成、町内一円

以下に事業内容（各班で実行委員制にて協議中）予定のものも含めて簡単に紹介します。

①音楽班10／26．11／2　町民水の音楽祭100人コンサート（エバーランド、町総合体育館）
11／2　　　　　水の音楽祭「岩崎宏美」コンサート（町総合体育館）

②水展示物産班

物産販売10／26．11／2～3　奥大山の特産品と即売会（エバーランド、町総合体育館）

⑳　展　示10／26～11／4　水をテーマにした写真コンテスト、全国の水・世界の水に関する展示
⑨水のシンポジュウム班

11／3　　　　基調講演及びパネルディスカッション　講師「富山和子」氏（立正大学教授）

小学生自然学習発表会

④俣野川渓谷ツアー班

期間中2回実施　コース（俣野川下流域～鏡ヶ成高原までの自然環境体験ツアー）

※コースについては詳細について検討中

以上のような事業が予定され、期間中には鳥取県のあちこちでも、国文祭のイベントが開催され県内外から沢

山の来場者が見込まれます。町民のみなさまの多数のご参加をいただき、国文祭江府会場「水の文化フェステ
ィバル」が成功しますようご協力方よろしくお願いいたします。

忙ついて套干説明してみま．しょう。、

芽室詔・・ト、軸麺舶
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回彗韻遇すす拗勧請

盲
導
犬
ク
ィ
ー
ル
の
一
生
　
石
黒
　
謙
吾

「
盲
導
犬
は
、
た
だ
道
を
教
え
て
く
れ

る
だ
け
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
で
も
達

い
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
い
る
だ
け
で
気

持
ち
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
、
友
だ
ち
な

ん
で
す
。
」
　
と
の
言
葉
を
残
し
て
、
パ
ー

ト
ナ
ー
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ
の
あ
と

ク
ィ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
。

生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
息
を
ひ
き
と
る
ま
で

を
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
優
し
い
写
真
と
文
章

で
綴
る
、
盲
導
犬
ク
ィ
ー
ル
の
生
涯
。

◎

ル
ー
ト
2
2
5
　
　
　
　
藤
野
干
夜

あ
る
は
ず
の
も
の
が
、
な
く
な
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
。
郵
便
局
が
な
い
。

駄
菓
子
屋
が
な
い
。
久
し
ぶ
り
に
来
た
せ

い
だ
と
納
得
し
よ
う
に
も
簡
単
に
は
で
き

な
い
。
つ
い
に
は
渡
っ
て
来
た
は
ず
の
国

道
ま
で
な
く
な
っ
て
い
た
。
私
と
弟
が
迷

い
込
ん
だ
の
は
、
微
妙
な
ズ
レ
の
パ
ラ
レ

ル
ワ
ー
ル
ド
悍
‖
変
ら
な
い
日
常
、
だ
け
ど

誰
か
の
い
な
い
世
界
。

●

お
喋
り
鳥
の
呪
縛
　
　
　
北
川
　
歩
実

兄
妹
で
合
作
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
た
シ
ナ
リ
オ
　
「
愛
を
運
ぶ
オ
ウ
ム
」
　
を

ド
ラ
マ
化
し
た
い
と
い
う
話
が
持
ち
上
が

る
。
そ
の
オ
ウ
ム
に
は
モ
デ
ル
が
い
た
。

人
間
の
言
葉
を
理
解
し
、
会
話
す
る
天
才

オ
ウ
ム
・
パ
ル
。
パ
ル
の
周
囲
で
、
欲
望

と
殺
意
が
錯
綜
す
る
。

猛
ス
ピ
ー
ド
で
母
は
長
嶋
有

拾
い
上
げ
た
写
真
に
は
、
母
を
一
緒
に

知
ら
な
い
男
が
写
っ
て
い
た
。
母
は
前
を

向
い
た
ま
ま
慎
の
手
か
ら
写
真
を
取
り
上

げ
、
ア
ク
セ
ル
を
深
く
踏
み
込
ん
だ
。
前

方
の
車
を
抜
き
去
る
と
「
私
、
結
婚
す
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
」
と
言
っ
た
。
驚
い

た
槙
は
な
ぜ
か
母
の
顔
で
は
な
く
、
背
後

の
追
い
抜
か
さ
れ
た
車
を
見
て
し
ま
っ
た
。

第
12
6
回
芥
川
賞
受
賞
作
。

【

＝

U

」

カ
ブ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
戦
争
し
か

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

山
本
　
芳
幸

悲
劇
は
今
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ー
・

現
地
を
体
感
し
続
け
て
い
る
著
者
だ
か
ら

描
け
る
本
当
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
オ
サ

マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
、
そ
し
て
タ
リ
バ
ン
。

優
し
い
心
が
一
番
大
切
だ
よ
　
　
小
森
美
登
里

「
優
し
い
心
が
一
番
大
切
だ
よ
。
そ
の
心

を
持
っ
て
い
な
い
、
あ
の
コ
た
ち
の
方
が

か
わ
い
そ
う
。
」
　
小
森
香
登
さ
ん
は
、
1
5

歳
の
夏
、
恨
み
の
言
葉
を
遺
し
て
天
国
へ

旅
立
ち
ま
し
た
。
す
べ
て
の
親
と
教
師
に

読
ん
で
ほ
し
い
。
ひ
と
り
娘
を
い
じ
め
で

亡
く
し
た
母
親
が
初
め
て
明
か
す
悲
痛
な

真
実
。

ガ
ツ
コ
の
先
生
　
　
　
小
松
江
里
子

桜
木
仙
太
郎
の
夢
は
自
分
の
ク
ラ
ス
を

富
士
山
の
よ
う
な
日
本
一
の
ク
ラ
ス
に
す

る
こ
と
。
産
休
代
用
教
員
と
し
て
、
大
阪

か
ら
や
っ
て
来
て
富
士
見
が
丘
小
学
校
5

年
3
組
の
担
任
に
な
り
、
そ
の
夢
に
一
歩

近
づ
く
が
、
生
徒
た
ち
は
な
か
な
か
手
強

い
。
富
士
山
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
は
一
目
に

し
て
成
ら
ず
＝
…

小
森
美
登
里

吏
㍗
∴
里
、
〔
走
路
報
P
し
て

⑲
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r－＝＝ここ

；江府田肌学校造岩修学旅行in広島l・岡山」●＿巴」
天気も心もずっと快晴・・・

4月17日㈱～18日㈹の1泊2日で行われた江府町小学校連合修学旅行。出発時の天候は雨。「晴れ

てね。」の願いを込めて児童42名は貸切バスで元気よく出発。広島に着くまでずっと雨・雨・雨。今年

の修学旅行は雨かな…。

原爆ドームに到着。いよいよ平和学習開始。語り部さんに学んだ戦争（原爆）の恐ろしさや平和の大切さ。

恒久平和を胸に刻んだ原爆資料館。そっと空を見上げると外は快晴。

フェリーで心地よい風を感じながら宮島到着。厳島神社ではなんと能を上演中。たくさ

んの魚が出迎えてくれた宮島水族館。天気も児童の心もずっと快晴。宿屋

でもよく食べ、よく遊び、よく起きて。

元気いっぱい？？？に始まった2日目。眠たいのもなんのその。チ

ポリ公園でも大・大・大活躍。天気も心もずっと快晴。

思い出に残る素敵なステキな修学旅行でした。
（文：明倫小学校三鴨教諭）

▲夕食もみんなで食べると最高

原爆ドーム前で全員写真ト

▲お土産に一番
悩みました

毎・町指定文化財　摩崖仏のステージ修繕終了

摩崖仏とは…
俣野の尾之上原から2kmほど

南に入った山道の右に花崗岩

の大露頭がある。この巨大な

石塊に、一列に9体はどの半

肉彫の仏像が並んでいる。し

かし、風化が進み顔かたちが

はっきりと分からなくなって

いるが、昔からここが信仰の

場であり、聖地として永く続

いていたことを証明している。

▲きれいになったステージ

風化が進んだが　　　　ト

仏像とはっきり分かります

摩崖仏のステージ修繕のため昨年の秋

から立ち入り禁止とし、皆様には大変

ご迷惑をおかけしておりましたが、4

月末に修繕工事が終わりました。新緑

の美しいこの季節、摩崖仏にお出かけ

ください。
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明
徳
学
園
入
学
式

今
年
は
、
十
三
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
四
月
二
十
五
日
　
（
木
）
　
に

日
輪
闇
で
入
学
式
を
開
催
。
百
四

十
五
名
の
学
園
生
で
、
学
習
活
動

を
行
い
ま
す
。

入
園
式
後
、
学
生
自
治
会
の
総

会
が
行
わ
れ
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
学
生
自
治

会
規
約
の
改
正
も
あ
り
、
役
員
任

期
を
二
年
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
会
新
役
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

型会
＝冨

長長

監
査
委
員
澤　　住満仲

口　　田　水嶋

勝
　
利

隆
　
牌

信
　
子勉

宇
田
川
　
智
良
登

▲145名の入学生に祝辞（森町長代理）

争

じ
ゃ
り
ん
こ
ク
ラ
ブ
開
講
式

四
月
十
九
日
　
（
金
）
、
じ
ゃ
り

ん
こ
ク
ラ
ブ
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
西
伯
町
子
育
て

グ
ル
ー
プ
「
に
じ
い
ろ
ぼ
け
っ
と
」

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
指
遊
び
を

中
心
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。子
ど
も
を
寝
か
せ
る
時
の
ち
ょ

っ
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
や
、
お
風
呂

の
中
で
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
図
り

方
e
－
C
。
一
緒
に
笑
っ
て
過
ご

し
た
ら
、
す
ぐ
に
お
友
達
に
な
れ

ま
す
。
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
方

も
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

経
験
豊
か
な
子
育
て
の
先
輩
で
も

あ
る
お
ば
あ
さ
ん
も
参
加
し
て
下

さ
っ
て
ま
す
の
で
色
々
聞
い
て
み

ら
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

今
か
ら
で
も
、
参
加
し
て
み
た

い
と
思
わ
れ
た
ら
、
公
民
館
ま
で

お
電
話
下
さ
い
。

公
民
館
　
℡
七
五
－
二
三
一
一

担
当
　
仲
嶋

／

／

▲総会であいさつする福田会長

江府町徹宵協会総会開催

四
月
二
十
三
日
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
体
協
総
会
が
開
催
さ
れ
、

十
四
年
度
予
算
、
事
業
計
画
、
役
員

が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

顧
問
　
　
福
田
正
臣

〃
会
長
副
会
長

〃〃
監
事

〃

徳
岡
健
男

福
田
敦
人

川
端
雄
勇

谷
田
哲
志

手
島
征
夫

藤
原
昭
仁

中
川
正
春

訂
贋

第
十
一
回
江
府
町
春
季

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
四
月
十
九

日
（
金
）
、
江
府
町
運
動
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
標
記
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
参

加
者
二
十
名
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
チ

ー
ム
編
成
し
試
合
を
楽
し
み
ま
し

た
。
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
も
出
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
　
遠
藤
　
武
由

藤
原
多
鶴
子
、
末
次
　
健
三

清
水
美
智
枝
、
岡
田
キ
ス
エ

第
九
回
江
府
町
春
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

四
月
二
十
七
日
　
（
土
）
　
運
動
公

園
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
標
記

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
プ
レ

ー
を
行
い
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

優
　
勝
　
徳
岡
　
和
哉

準
優
勝
　
竹
内
　
　
勇

三
　
位
　
谷
口
　
郁
子

▲優勝トロフィーを受ける徳岡和哉さん　　　　　　▲優勝した混成Cチーム

高
校
友
の
会
「
キ
ャ
ラ
ホ
ウ
」
会
員
暮
秦

勉
強
に
部
活
に
毎
日
頑
張
っ
て

い
る
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
か

ら
早
一
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
高

校
生
活
は
如
何
で
す
か
。

新
し
い
友
だ
ち
と
の
出
会
い
、

学
校
の
様
子
、
ま
た
ま
た
通
学
途

中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
楽
し
い
出

来
事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
、
近
況

報
告
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

先
日
四
月
二
十
七
日
歓
迎
会
を

し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
っ
と
キ

ャ
ラ
ボ
ク
の
仲
間
を
増
や
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
ん

ど
ん
出
か
け
て
来
て
下
さ
い
。
申

込
み
は
電
話
で
も
O
K
で
す
。
公

民
館
に
気
軽
に
電
話
し
て
下
さ
い

お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
、
楽
し

い
企
画
を
是
非
皆
で
作
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

⑳
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5月
国事国れ冒れ

都合により、日程が変更される場合があります。

8　 疇 日 行　　 ］■　　　 名 壌　　 j弔 時　　 間

1 3 月

1 4 火
公 民 館 講座 ガ ーデ ニ ン グ教 室 山村開発センター 19 ：3 0 ′〉

剣 道 教 室 中 学校 友信 館 17 3 0 ′〉

1 5 水

公 民 館 講 座 写 真 教 室 山村開発センター 14 ：0 0 ′〉

巡 回 園 書 館 車 「あ や め 号 」 3 区

ツベ ルク リン反 応検 査（乳 幼 児） 総合健康福祉センター 14 0 0 （′

1 6 木
明 徳 学 園 日倫 闇 9：40 ′・・ノ

1 歳 6 カ 月 児 ・2 歳 児 健 診 鎗合健康福祉センター 13 0 0 ′〉

1 7 会
B C G （写し曳力児 ） 給隠射融化ン9 － 14 0 0 ′、ノ

手 軽 な 運 動 教 室 総 合 体 育 盆 19 3 0 へ′

1 8 土

公 民 館 講 座 和 紙 折 紙 山村開発センター 10 0 0 へ′

剣 道 教 室 中学校 友信 館 17 3 0 ～

職 域 野 球 大 会　 2 6 日 ま で 総 合 グラ ン ド 18 3 0 ′〉

1 9 日

2 0 月 公 民 館 講 座 水 墨 画 教 室 創 作 飴 13 ：3 0 ～

2 1 火 犯 罪 被 害 者 支 援 講 演 会 山村開発セッター 14：30 ・、・

2 2 水
公 民 館 講 座 ハ ン ドベ ル 教 室 日 倫 閣 2 0：00 ′〉

ツ ベ ル ク リ ン 反 応 （江 尾 小 ）江 尾 小 14 00 ′〉

2 3 木

2 4 金

B C G （江 尾 ／」＼） 江 尾 小 14：00 ′〉

手 軽 な 運 動 教 室 総 合 体 育 館 19 30 ′、ノ

江府町同和教育推進協議会総会並びに研修 山村開発センター 9：0 0 ′〉

2 5 土

2 6 lヨ

2 7 月

2 8 火 第 2 回食生活改善 推進員養成 講座 総合健康観 セッター9：0 0 ′｝15 ：0 0

2 9 水 ツ ベ ル ク リ ン 反 応 （江 府 中 ）江 府 中 14 ：0 0′、ノ

3 0 木
農 地 相 談 会 東庁舎小会議室 13 ：3 0′〉16 ：0 0

交 通安全 グ ラウン ドコル フ大会 岸本町B色相靴 ツター9：0 0 ′）

3 1 金

食 生活 改善推 進員学 習会 （再教育 ）総合健康福祉セッター9：0 0 〈ノ13 ：0 0

手 軽 な 運 動 教 室 総 合 体 育 館 1 3 0 ～

B C G （江 府 中 ） 江 府 中 1 0 0 ・）

臼　 嶋8 行　　　 雷　　　 名 場　　 所 時　 間

1 土 実 年 ソ フ ト　 4 日 ま で 総合グランド

2 tヨ

3 月

4 火

5 水
ツベルクリン反応（俣野′」い明備中）俣野／Jい 明倫小

巡 回園書館車 「あやめ 号」 1 区

6 木 職 域 ソ フ トテ ニ ス 大 会 運動公園テニス］一ト10：00′〉

ワ 会

第3 回食生活改善推進員養成講座 総合健康福祉センター9：00′〉17：00

職 域 ソ フ トテ ニ ス 大 会 運動公園テニス］－ト1300′〉17：00

手 軽 な 運 動 教 室 総合体育館 9：00′｝12：00

B C G （俣 野 小 ・明倫小 ） 俣野小・明倫小 1300′〉17：00

B 土
公 民館 講 座ハン ドベル講座 白倫閣 19：30′｝2 1：00

江府町ゲートボール大会兼郡体予選

9 8

1 0 月

1 1 火

1 2 水
人 権 ・行 政 相 談 南庁舎一階 9：00′〉12：00

巡 回 図 書 館 車「あや め号」 2 区

1 3 木

1 4 金
子宮がん、乳・甲状腺かん検診 日野病院組合 13ニ30～14：00受付

手 軽 な 運 動 教 室 総合体育館 1 30 ～

1 5 土

1 6 tヨ

※発泡スチ〇一ルは可燃物置場副こ出して下さい。

★ 5 月 3 0 日～ 6 月 5 日

『ごみ減量化 ・リサイクル推進週間』

★ 5 月 3 0 日 は 、 ご み の 日
0

㊨「 、■　 ㊨‾㊨　　 5月分

【

求人事業所 名 所　 在　 地 職　　　　 種 年 齢 賃　　　 金 就業時 間

社会ネ　臥 寿耕会チロルの卦 久 連 7 介護職員 1 8′〉5 5 120，4 0 0 8
16
3 0′・｝17
3 0′～ 9
3 0
3 0

社会福祉臥 寿耕会チロルの郵 久連 7 調理員 不 問 10 0，8 0 0
6
8
9

0 0′）15
0 0′〉17
3 0′〉18

0 0
0 0
3 0

（有）　 住　 田　 組 佐川 8 8 2 重 機運転手 2 0′〉5 4 19 8，0 00～3 50，0 0 0 8：15′〉17：00

（有）　 川　 端　 組 小江尾 6 5 1－5 技 術者 2 0′〉5 5 2 50，0 00～3 50，0 0 0 8：0 0～16：45

休 暇村　 大 山 鏡 ケ成 御机 7 0 9 － 1 営 業係 18′〉2 6 14 8，5 0 0～ 164，10 0 6：30′・｝151 1：0 0′〉2 1
3 0
0 0

休 暇村　 大 山 鏡 ケ成 御机 7 0 9 － 1 調 理係 18 ′〉2 6 14 8，5 0 0～ 164，10 0 610
：30′・）18
0 0′〉2 1
3 0
0 0

江 尾 貨 物 自動 車 （有 ） 佐川 10 0 2 － 1 集 じん車 助手 18 ′〉6 0 3 2，2 0 0～7 8，20 0 8：0 0～15：0 0

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後あ知らせする求人は全て男女不問です。）

l主R 人 情 報 に関 す る問 い合 せ先　 米 子 公 共 職 業 安 定 所 根 雨 出 張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消 しとなっている場合がありますのでご了承ください。

◎
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江
府
町
公
民
館
に

電
気
窯
設
置

陶
芸
用
電
気
窯
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
電
気
窯
は
、
自
治
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
㈲
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
、
平
成
1
3

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業

に
よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

江
府
町
公
民
館

（
℡
7
5
－
3
2
1
1
）

l亡・■■■」▲

～5月31日は「世界禁煙デー」～

⑳
●
あ
な
た
の
体
を

む
し
ば
む
「
た
ば
こ
J

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
、
喫

煙
者
の
が
ん
死
亡
率
が
ど
の
く
ら
い
高
い

か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？
咽
頭
が
ん
に
よ

る
喫
煙
者
の
死
亡
率
は
、
非
喫
煙
者
の
実

に
3
2
倍
に
上
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
一
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
肺
が
ん
、
胃
が

ん
、
肝
臓
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク
も
そ
れ
ぞ

れ
大
幅
に
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
者
は
、
非
喫
煙
者
に
比
べ

て
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
虚
血
性
心
疾

患
の
死
亡
リ
ス
ク
が
1
・
7
倍
も
高
く
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気

腫
な
ど
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
、
歯
周
病
な
ど

に
も
な
り
や
す
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す
。

⑳

人の動き
◎お誕生おめでとう

ありませんでした

◎ご結婚を祝します

柿原

武庫から芸≡）
白川

徳岡

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）

本町二　田中　繁詮　68歳

下安井　松原チヨ子　87歳

本町四　手島三年夫　87歳

半の上　徳岡　文枝　80歳

貝　田　車　百合子　86歳

御　机　小椋八重子　81歳

本町五　岡田　敏雄　77歳

崩交通事故A
交通事故発生状況【町内】

人身事故　　3件（3）

死　　者　　0人（0）

負傷者　　3人（3）

物損事故　　7件（37）

飲酒運転検挙者敷【町内者】

0人（0）

4月中のまとめ（）内は平成14年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

310日　（5月1日現在）

も火　災も
火災ゼロ継続日数

313日　（5月1日現在）

風
薫
る
5
月
。
今
頃
が
1
年
を
通
じ

て
最
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
G
・
W
を

ど
ん
な
ふ
う
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
か
。

混
雑
覚
悟
で
行
楽
に
出
か
け
ら
れ
た

方
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
▼
し
か
し
、

生
ま
れ
も
育
ち
も
農
家
。
そ
れ
も
長

男
の
G
・
W
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら

い
つ
も
田
ん
ぼ
。
大
人
と
も
な
れ
ば

問
答
無
用
。
耕
運
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
・

田
植
機
を
操
り
、
田
ん
ぼ
の
中
を
グ

ル
グ
ル
と
一
心
腐
乱
に
回
る
。
そ
し

て
い
つ
の
間
に
か
G
・
W
は
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
と
て
も
ゴ

ー
ル
デ
ン
と
は
言
え
ま
せ
ん
▼
と
こ

ろ
で
「
行
政
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

へ
の
疑
問
・
質
問
・
意
見
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。
み
な
さ
ん
ど
ん
ど
ん

お
寄
せ
く
だ
さ
い
」
。
こ
ん
な
記
事

を
3
月
号
に
掲
載
し
た
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
現
在
ま

で
問
い
合
わ
せ
や
質
問
は
、
一
件
も

役
場
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
未
だ
新
コ
ー
ナ
ー
は
誕
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
俗
に
　
「
企
画
倒

れ
」
　
と
い
う
そ
う
で
す
。
回
り
の
方
々

か
ら
そ
う
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
▼
改
め
て
み
な
さ
ん
に
”
町

報
こ
う
ふ
は
い
つ
も
あ
な
た
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
〟
そ
う
呼
び
か
け

た
い
心
境
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
総
務
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Soumu
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，◎。N∴
会社員

田本真奈美さん（杉苔．22歳）

●仕事について教えてください。
パソコンで会社や個人の顧客情報を入力・管理などが主
な仕事です。勤め始めてまだ半年ですが、若い会社なので
自分たちの責任でどんどん新しい分野を開拓できるおもし
ろさがあります。
さまざまな業種の万の色々な話を聞くと興味深いことが
多く、とても視野が広がっていく気がします。

●今何に夢中ですか。
ライブハウスに出かけることです。アマチュアバンドの

演奏を大音量で聴いてのいると工利レギーガ伝わって元気

がでてくるようです。ライブの非日常的な感じがすきです。

自転車を車に積んで知らないところへ訪ね、その町を自

転車でゆっくり探索することです。

●好きなタイプの男性は。
特にありませんガ、精神的に一本芯が通っていて、少年
つぼいとこうがあって、笑顔がかわいい人。共通する趣味
もほしいですね。
●江府町に望むこと。
むずかしい質問でよくわかりませんが、こんなものかお
いしいなんていう店が近くにあればいいと思います。

食談窃杏苛め

手やレ）やJクツ喪ジグ
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艮監癒臣碧

祉 大豆の天ぷら
大豆の歯ごたえがコリコリとして美味しい天

ぷらです。歯の弱い人は一度水煮にした大豆

を使うとよいでしょう。

◆材料（6人分）

大豆（乾燥）1カップ

桜えび　1／2カップ

しそ　　　　　12枚

牛乳　1カップ

薄力粉　2カップ

片栗粉　大さじ3

卵　　　　1個

塩　　　　少々

1人あたりの栄養成分

エネルギー　286Kcal

たんば＜賞16．2g

′鉄　　　　　2．8mg

◆作り方

①大豆は1晩ぬるま湯

で戻し、水気を切っ

てあく。

【②ボールにAを混ぜ衣

をつくる。

③しその半分（6枚）

を小さくきざみ、残

りは衣をつけて揚げ

る。

④残りの衣に大豆、桜

えび、きざんだしそ

を入れスプーンで油

にあとし、ゆっくり

中まで火を通す。

世帯数1．189世帯（±0）　人口4，054人（－10）　　男1，925人（一6）　女2，129人（－4）

カルシウム　207mg

塩分　　0．3g

江府町食生活改善推進協議会

（）は前月比　4月末
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